
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‡

第
一
次
大
戦
に
至
る
北
炭
経
営

市
　
　
　
原

博

（135）　第一次犬戦に至る北炭経営

は
じ
め
に

　
日
清
戦
争
後
、
産
業
革
命
の
進
展
と
と
も
に
多
く
の
石
炭
企
業

が
勃
興
し
、
日
本
の
石
炭
鉱
業
は
急
速
な
発
展
を
示
し
た
。
し
か

し
、
一
九
〇
〇
年
代
に
入
る
と
石
炭
の
生
産
・
流
通
両
面
で
三

井
．
三
菱
両
財
閥
が
比
重
を
高
め
、
第
一
次
大
戦
期
に
は
両
財
閥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

が
石
炭
鉱
業
に
お
い
て
優
位
を
占
め
る
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
に

回
本
石
炭
鉱
業
に
お
い
て
三
井
・
三
菱
両
財
閥
が
優
位
を
占
め
る

に
至
っ
た
の
は
、
日
清
戦
後
に
勃
興
・
発
展
し
た
多
く
の
石
炭
企

業
が
一
九
〇
〇
年
代
に
入
る
と
資
金
的
に
行
き
詰
ま
っ
た
こ
と
を

重
要
な
一
因
と
し
て
い
た
。
石
炭
鉱
業
の
発
展
と
と
も
に
炭
鉱
の

規
模
が
拡
大
し
巨
額
の
設
備
投
資
資
金
が
必
要
と
な
る
こ
と
は
既

　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
の
石
炭
企
業
は
か
か
る
資
金
を
調

達
し
え
ず
、
麻
生
・
貝
島
等
大
手
の
非
財
閥
系
石
炭
企
業
も
三

井
．
三
菱
に
資
金
的
に
従
属
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
そ
の
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

炭
流
通
機
構
に
く
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

　
．
北
海
道
石
炭
鉱
業
に
お
い
て
も
、
日
露
戦
後
に
三
井
・
三
菱
両

財
閥
の
急
速
な
進
出
が
み
ら
れ
た
。
そ
の
際
決
定
的
な
意
味
を
持

っ
た
の
は
、
日
露
戦
後
ま
で
北
海
遺
出
炭
高
の
九
〇
％
以
上
、
全

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

国
出
炭
高
の
一
〇
％
前
後
を
出
炭
し
て
い
た
北
炭
の
経
営
権
を
三

井
が
一
九
二
二
年
に
掌
握
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
三
井
に
よ
る
北

炭
の
経
営
権
の
掌
握
も
、
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
は
北
炭
の
資
金

難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
後
述
の
如
く
、
北
炭
は
当
初
か
ら
社
会
的

資
金
を
動
員
し
た
企
業
と
し
て
発
足
し
、
多
く
の
非
財
閥
系
石
炭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

企
業
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
資
金
カ
を
保
有
し
て
い
た
。
そ
の
北

炭
が
日
露
戦
後
不
況
の
中
で
著
し
い
資
金
難
に
陥
り
三
井
の
傘
下
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に
編
入
さ
れ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
は
、
単
に
炭
鉱
の
規
模
の
拡

大
に
よ
る
資
金
需
要
の
増
大
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
日
清
戦
後
か

ら
の
北
炭
の
経
営
方
針
と
深
く
係
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
本
稿
は

日
清
戦
争
か
ら
日
露
戦
後
に
至
る
北
炭
の
経
営
を
概
観
し
、
日
露

戦
後
に
北
炭
が
著
し
い
資
金
難
に
陥
り
三
井
の
傘
下
に
入
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
、

あ
わ
せ
て
、
北
炭
の
経
営
権
の
掌
握
を
三
井
が
必
要
と
す
る
に
至

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

っ
た
事
情
を
も
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

＊
　
一
八
八
九
年
北
海
道
炭
磯
鉄
遺
会
社
と
し
て
創
立
、
一
八
九
三
年

　
北
海
道
炭
破
鉄
道
株
式
会
社
と
改
称
、
　
一
八
九
六
年
北
海
適
炭
破
汽

　
船
株
式
会
社
と
な
る
。
以
下
、
北
炭
と
略
称
。

（
1
）
　
高
村
直
助
『
日
本
資
本
主
義
史
論
』
（
一
八
九
〇
年
）
二
三
一

　
頁
、
春
日
豊
「
三
井
財
閥
に
お
け
る
石
炭
業
の
発
展
構
造
」
（
『
三
井

　
文
庫
論
叢
』
一
一
号
、
一
九
七
七
年
）
一
七
六
頁
、
三
島
康
雄
「
石

　
炭
輸
出
商
社
か
ら
総
合
商
社
へ
の
展
開
」
（
甲
南
大
学
『
甲
南
経
営

　
研
究
』
二
二
巻
四
号
、
一
九
七
三
年
）
四
〇
－
四
二
頁
参
照
。

（
2
）
隅
谷
三
喜
男
『
日
本
石
炭
産
業
分
析
』
（
一
九
六
八
年
）
四
四

　
六
貫
参
照
。

（
3
）
　
前
掲
春
目
「
三
井
財
閥
に
お
け
る
石
炭
業
の
発
展
構
造
」
一
八

　
一
貢
。

（
4
）
　
水
野
五
郎
「
産
業
資
本
確
立
期
に
お
け
る
北
海
道
石
炭
鉱
業
」

　
（
北
海
遣
大
学
『
経
済
学
研
究
』
第
一
五
号
、
一
九
五
九
年
）
二
七

　
頁
。

（
5
）
　
例
え
ぱ
、
北
山
灰
の
創
立
資
本
金
六
五
〇
万
円
に
対
し
、
一
八
九

　
六
年
に
安
川
敬
一
郎
が
創
立
し
た
明
治
炭
坑
株
式
会
社
の
資
本
金
は

　
三
〇
万
円
だ
っ
た
（
明
治
鉱
業
妹
式
会
社
『
社
史
』
（
一
九
五
七
年
）

　
二
八
頁
）
。

（
6
）
　
当
該
期
の
北
炭
の
経
営
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
前
掲
水
野

　
「
産
業
費
本
確
立
期
に
お
け
る
北
海
道
石
炭
鉱
業
」
同
「
北
海
遣
石

　
炭
鎮
業
に
お
け
る
独
占
資
本
の
制
覇
」
（
北
海
適
犬
学
『
経
済
挙
研

　
究
』
第
二
二
号
、
一
九
五
七
年
）
小
畑
二
郎
「
三
井
財
閥
に
よ
る
鉄

　
鋼
業
の
展
開
過
程
（
一
九
ニ
ニ
ー
一
九
三
三
年
）
（
一
）
」
（
立
正
犬

　
学
『
経
済
学
季
報
』
二
六
巻
一
号
、
一
九
七
八
年
）
が
あ
る
。
し
か

　
し
、
水
野
氏
は
北
炭
の
経
営
方
針
の
変
遷
を
見
落
と
し
て
お
り
、
ま

　
た
日
露
戦
後
の
経
営
難
に
つ
い
て
も
充
分
な
分
析
を
し
て
い
な
い
。

　
他
方
小
畑
氏
は
、
北
炭
の
経
営
の
特
徴
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
も

　
の
の
そ
の
具
体
的
分
析
は
殆
ん
ど
し
て
お
ら
ず
、
特
に
北
炭
の
経
営

　
拡
張
策
と
資
金
調
達
方
法
を
充
分
分
析
し
な
か
っ
た
た
め
、
目
露
戦

　
後
の
資
金
難
の
原
因
を
充
分
明
ら
か
に
し
え
て
い
な
い
。

（
7
）
　
三
井
が
北
炭
の
経
営
権
を
掌
握
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
森
川

　
英
正
氏
と
小
畑
二
郎
氏
に
よ
り
異
な
っ
た
見
解
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　
北
炭
の
経
営
権
寧
握
は
三
井
に
よ
っ
て
積
極
的
に
な
さ
れ
た
も
の
で

　
は
な
く
、
政
治
的
要
請
に
基
く
も
の
で
あ
っ
た
と
す
る
森
川
氏
の
見

　
解
（
森
川
英
正
『
財
閥
の
経
営
史
的
研
究
』
第
二
章
第
三
節
、
一
九

　
八
O
年
、
原
論
文
は
「
三
井
財
閥
の
多
角
的
重
工
業
化
過
程
（
下
）
」

　
『
経
営
志
林
』
第
五
巻
一
号
、
一
九
六
八
年
）
に
対
し
、
小
畑
氏
は
、
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●
一

（ユ37）　第一次犬戦に至る北炭経営

日
露
戦
後
の
「
石
炭
カ
ル
テ
ル
運
動
」
に
お
い
て
三
井
が
優
位
を
占

め
る
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
（
前
掲
小
畑
論
文
、
六
八

－
七
七
頁
）
。
筆
者
は
、
北
炭
の
経
営
権
掌
握
が
三
井
に
と
っ
て
稜

極
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
い
う
点
で
は
小
畑
氏
の
見
解
を
支
持

す
る
が
、
「
石
炭
カ
ル
テ
ル
運
動
」
と
の
関
連
よ
り
も
、
北
炭
を
中

心
と
す
る
北
海
道
石
炭
鉱
業
の
発
展
な
ど
に
よ
り
三
井
物
産
の
石
炭

市
場
に
お
け
る
優
位
が
日
露
戦
後
に
脅
か
さ
れ
る
に
至
っ
た
点
を
重

視
す
ぺ
き
だ
と
考
え
る
。

一
一
　
日
清
．
日
露
戦
争
期
の
経
営
拡
張
策

　
北
炭
は
、
北
海
遣
庁
の
官
僚
が
中
心
と
な
り
、
炭
鉱
の
開
発
と

鉄
道
の
敷
設
に
よ
り
北
海
遣
開
拓
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

＾
1
）て

一
八
八
九
年
に
、
資
本
金
六
五
〇
万
円
の
公
開
株
式
会
社
と
し

　
　
　
　
＾
2
〕

て
創
立
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
社
会
的
資
金
を
動
員
し
た
大
規
模

な
企
業
と
し
て
発
足
し
た
の
は
、
当
時
の
未
開
の
北
海
道
で
か
か

る
犬
規
模
な
事
業
を
行
な
う
た
め
に
は
多
額
の
資
金
が
必
要
だ
っ

　
　
　
　
＾
3
〕

た
か
ら
で
あ
る
。
創
立
時
の
株
主
は
、
宮
内
省
（
内
蔵
頭
）
が
筆

頭
株
主
で
あ
る
の
を
は
じ
め
、
華
族
が
大
き
な
比
重
を
占
め
て
い

＾
4
）

た
。
そ
し
て
、
元
北
海
道
庁
理
事
官
掘
基
が
初
代
社
長
に
な
る
な

ど
、
経
営
の
実
権
は
元
道
庁
官
僚
が
握
っ
た
。
創
立
後
北
炭
は
、

北
海
道
庁
か
ら
払
い
下
げ
ら
れ
た
幌
内
山
灰
横
と
幌
内
鉄
道
・
幾
春

別
鉄
道
、
そ
れ
に
北
有
社
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
幾
春
別
炭
破
を
経
営

す
る
他
、
新
た
に
夕
張
・
空
知
両
穣
を
買
収
し
て
本
格
的
な
開
発

を
始
め
、
更
に
石
炭
輸
送
を
目
的
と
し
て
室
蘭
よ
り
夕
張
・
空
知

両
鉱
に
通
ず
る
鉄
遺
を
敷
設
し
た
。
そ
し
て
各
鉱
の
出
炭
増
加
に

努
め
た
が
、
折
か
ら
の
石
炭
市
況
の
悪
化
と
、
元
北
海
遣
庁
官
僚

が
経
営
の
実
権
を
握
っ
た
こ
と
か
ら
く
る
官
僚
的
経
営
体
質
の
不

能
率
さ
と
が
相
ま
っ
て
、
北
炭
の
経
営
は
漸
次
悪
化
し
た
。
第
一

図
の
如
く
、
払
込
資
本
金
利
溢
率
は
一
八
九
一
年
に
は
四
％
台
に

な
り
、
翌
九
二
年
下
期
に
は
一
・
二
％
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
経
営
不
振
の
中
で
創
立
時
の
株
主
の
間
か
ら
株
式
を
手
放
す

者
が
続
出
し
、
一
八
九
三
年
に
は
雨
宮
敬
次
郎
が
八
九
七
〇
株
の

株
式
（
総
株
二
二
万
株
中
）
を
買
い
占
め
て
宮
内
省
に
次
ぐ
犬
株

　
　
　
＾
5
）

主
に
な
っ
た
。
雨
宮
は
、
北
炭
の
経
営
改
革
に
の
り
出
し
、
同
年
、

自
ら
取
締
役
に
な
る
と
と
も
に
井
上
角
五
郎
を
招
い
て
専
務
取
締

　
＾
6
）

役
理
事
に
就
任
さ
せ
た
。
雨
宮
は
、
田
申
平
八
ら
他
の
犬
株
主
の

支
持
を
得
て
北
炭
内
で
絶
大
な
発
言
カ
を
持
つ
に
至
っ
た
。
そ
し

て
、
定
款
上
で
は
社
長
、
副
社
長
を
輔
佐
す
る
役
職
に
す
ぎ
な
か

っ
た
専
務
取
締
役
理
事
の
井
上
角
五
郎
が
、
雨
宮
の
支
持
を
得
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
）

以
後
北
炭
の
経
営
の
リ
ー
ダ
ー
・
シ
ヅ
プ
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。

　
井
上
は
自
分
の
経
営
方
針
に
つ
い
て
、
「
私
が
会
社
二
這
入
リ
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マ
シ
テ
以
来
十
五
年
間
ノ
此
間
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
何
ン
デ
モ
仕
事
サ

ヘ
ヤ
レ
バ
宜
イ
、
事
業
ヲ
拡
張
ス
ル
ト
云
フ
ノ
ガ
私
ノ
考
デ
ア
リ

　
＾
8
）

マ
シ
タ
L
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
井
上
の
経
営
拡
張
方
針

第一図 払込資本金利益率，配当率

‘払込資本金利錨耶

．配当準

％
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に
よ
り
最
初
に
行
な
わ
れ
た
の
は
炭
鉱
を
中
心
と
す
る
垂
直
統
合

で
あ
づ
た
。

　
ま
ず
北
炭
は
自
社
炭
の
直
接
販
売
を
開
始
し
た
。
従
来
、
日
本

郵
船
や
日
本
鉄
遣
な
ど
の
大
口
需
要
先
を
除
け
ぱ
、
北
炭
は
北
海

　
　
＾
9
〕

道
売
炭
組
に
一
手
販
売
権
を
与
え
、
販
売
を
委
託
し
て
い
た
。
し

か
し
、
こ
の
よ
う
な
販
売
方
法
で
は
、
販
売
手
取
価
格
の
三
％
と

い
う
手
数
料
が
大
き
な
負
担
と
な
っ
た
だ
け
で
な
く
販
路
も
充
分

拡
大
し
え
な
か
ウ
た
。
第
一
表
の
よ
う
に
、
一
八
九
〇
1
九
二
年

の
間
は
北
海
遣
内
消
費
が
大
都
分
を
占
め
て
お
り
、
内
地
市
場
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
皿
〕

海
外
市
場
へ
の
進
出
は
未
だ
徴
弱
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
北
炭
は
一

八
九
三
年
七
月
に
北
海
遭
売
炭
組
と
の
委
託
契
約
を
解
除
し
て
石

炭
販
売
を
直
営
す
る
こ
と
と
し
、
翌
九
四
年
四
月
に
は
本
杜
に
売

炭
部
を
設
置
し
た
。
そ
し
て
同
年
五
月
の
株
主
総
会
で
「
東
京
．

横
浜
は
云
ふ
ま
で
も
な
く
、
表
は
名
古
屋
を
限
り
と
し
、
裏
は
直

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
u
）

江
津
・
伏
木
を
界
と
し
て
九
州
炭
と
競
争
す
る
の
方
針
」
を
決
定

し
、
東
日
本
諸
市
場
へ
の
販
路
の
拡
大
に
努
め
た
。
そ
の
結
果
第

一
表
の
如
く
、
内
地
向
販
売
量
は
一
八
九
三
年
に
倍
増
し
た
あ
と

日
露
戦
争
期
ま
で
次
第
に
増
加
し
た
。
一
九
〇
〇
年
以
降
は
輸
出

に
も
カ
を
入
れ
、
上
海
、
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
な
ど
東
ア
ジ
ア

市
場
へ
の
輸
出
に
努
め
た
。
北
炭
の
石
炭
は
九
州
炭
に
比
べ
運
賃

456



1

（139）　第一次大戦に至る北炭経営

~~-~~ ( h y) 

~t i~ ~~ i~ frF F~ J~~ 

1890~p 

91 

92 

93 

94 

95 

96 

97 

98 

99 

1900 

Ol 

02 

03 

04 

05 

06 

07 

08 

09 

157 280 

184,593 

182,225 

202,964 

209,198 

180,152 

286,278 

269 841 

252,759 

199,772 

209,480 

236,919 

320,165 

306,597 

293,935 

379 241 

382,640 

243 227 

483 281 

506,839 

O
 

25 392 

9 149 

48,006 

44,481 

41,311 

70,350 

159,866 

37,206 

58,605 

142,746 

213,502 

163,772 

195,355 

139,397 

204,766 

lO0,361 

131,480 
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40,836 

47,879 

l08,793 

12S,678 

102,510 

120,639 

216,855 

186,142 
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面
で
不
利
だ
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
市
場
へ
の
進
出
は
困
難
を
極

め
た
。
し
か
し
、
「
夕
張
塊
炭
ハ
門
司
炭
ノ
競
争
シ
能
ハ
ザ
ル
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
這
）

度
ノ
上
等
晶
ナ
ル
ヲ
以
テ
年
一
年
輸
出
販
売
高
増
加
」
し
、
第
一

表
の
よ
う
に
輸
出
も
一
進
一
退
を
く
り
返
し
な
が
ら
も
漸
次
増
加

　
　
　
養
）

し
て
い
っ
た
。

　
北
炭
は
石
炭
の
海
上
輸
送
に
も
進
出
し
た
。
従
来
北
炭
は
、
石

炭
の
海
上
輸
送
を
専
ら
日
本
郵
船
に
委
託
し
て
い
た
が
、
一
八
九

四
年
五
月
の
株
主
総
会
で
「
会
社
自
ら
船
舶
を
所
有
し
て
、
石
炭

漸
次
増
加
し
、
一
九
〇
三
年
に
は
二
四
二
万
ト
ン
に
な
っ
た
。

地
向
及
ぴ
海
外
向
石
炭
に
対
す
る
自
社
船
輸
送
炭
の
比
重
は
、

八
九
六
年
か
ら
一
九
〇
三
年
ま
で
の
間
、

て
変
動
が
激
し
い
が
、

　
東
日
本
諸
市
場
へ
販
路
を
拡
大
す
る
際
、

石
炭
市
場
で
あ
る
京
浜
地
方
へ
の
進
出
の
犬
き
な
障
害
と
な
っ
た

の
が
、
九
州
炭
に
比
し
て
石
炭
輸
送
費
が
割
高
だ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
前
述
の
よ
う
に
北
炭
は
、
創
立
後
す
ぐ
に
室
蘭
と
夕
張
・
空

を
内
地
の
み
な
ら
ず
海
外
に
も
之
を
輸
送
し
、

　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
〕

併
せ
て
一
般
の
回
漕
業
を
も
経
営
す
る
」
方

針
を
決
定
し
た
。
そ
し
て
同
年
、
日
本
郵
船

と
の
自
社
船
の
委
託
契
約
を
解
除
し
、
ま
た

汽
船
二
艘
を
傭
船
し
て
自
社
炭
の
輸
送
を
開

始
し
た
。
そ
の
後
次
々
と
汽
船
を
購
入
し
、

一
九
〇
二
年
に
は
八
艘
、
八
九
〇
三
総
ト
ン

の
自
社
船
を
保
有
す
る
に
至
っ
た
。
一
八
九

六
年
に
は
定
款
を
改
正
し
、
回
漕
業
を
営
業

目
的
に
加
え
、
石
炭
以
外
の
貨
物
や
乗
客
を

も
取
り
扱
う
よ
う
に
な
っ
た
。
石
炭
輸
送
も

一
八
九
六
年
に
は
七
〇
万
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
販
売
高
の
増
減
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壼
）

　
ほ
ぽ
二
〇
－
五
〇
％
を
占
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
特
に
東
日
本
最
大
の

4柳
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）尺（第二表 坑道掘進延尺

夕張鉱 真谷地鉱 空知鉱 幾春別鉱

　1890年

　　　91

　　　92

　　　93

1894～1903
1年平均

　1904

　　　05

　　　06

　　　07

　　　08

5．344

6．318

　701

　133

8，354

13023

13，614

ユ2643

ユ2，225

ユ1，872

1．938

14，055

ユ0347

7，522

9．374

6，247

　ユ12

　675

17．048

24．367

26．382

21．506

24I144

25．151

6144

10．461

13，5ア1

15．050

8．599

8，408

（1）

（2）

（3〕

空欄不明。

北炭『50隼史館一次稿本』沿章I上巻p・222．中巻p．67I　p．251工り作成。

タ張鉱は夕張第一鉱，真谷地鉱は夕張第二鉱となっている。

幌内鉱

11．105

16．576

15．388

14．851

14．936

8，505

知
両
鉱
を
結
ぷ
鉄
遣
を
敷
設
し
た
。
し
か
し
、
同
鉄
道
の
起
点
は
、
　
5
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

港
か
ら
遠
く
離
れ
た
現
在
の
輸
西
駅
に
置
か
れ
、
ま
た
室
蘭
港
も

石
炭
積
込
設
備
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
北
炭
の
石
炭

は
専
ら
小
樽
へ
送
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
各
地
へ
輸
送
さ
れ
た
。
例
え

ぱ
一
八
九
〇
年
か
ら
一
八
九
三
年
ま
で
で
は
、
小
樽
港
積
出
石
炭
．

五
三
九
千
ト
ン
に
対
し
室
蘭
港
積
出
石
炭
は
四
七
千
ト
ン
に
す
ぎ

　
　
＾
1
6
）

な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
夕
張
炭
を
京
浜
地
方
へ
輸
送
す
る
場
含
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
η
）

室
蘭
経
由
の
方
が
小
樽
経
由
よ
り
も
輸
送
コ
ス
ト
が
小
さ
か
っ
た
。

そ
こ
で
北
炭
は
、
室
蘭
港
ま
で
鉄
遣
を
延
長
し
ま
た
五
六
千
余
坪

を
埋
め
立
て
る
な
ど
室
蘭
港
の
改
良
工
事
を
行
な
っ
て
、
室
蘭
港

か
ら
の
石
炭
搬
出
を
増
加
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
工
事
は

一
八
九
六
年
か
ら
一
九
〇
一
年
ま
で
の
間
に
完
成
し
、
一
九
〇
二

年
に
は
室
蘭
・
小
樽
港
の
石
炭
積
出
量
の
比
は
一
〇
〇
対
六
九
に

　
　
　
　
　
＾
1
8
）

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
北
炭
は
、
石
炭
の
輪
送
・
販
売
部
門
に
進
出
し
、

流
通
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、
東
日
本
市
場
を
中
心
に

販
路
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
対
応
し
て
北
炭
は
炭
鉱
経
営

を
拡
張
し
た
。
坑
道
掘
進
延
尺
数
を
み
る
と
第
二
表
の
と
お
り
で

あ
る
。
夕
張
鉱
・
空
知
鉱
と
も
、
採
炭
準
備
の
た
め
坑
道
開
削
に

カ
を
入
れ
て
い
た
一
八
九
〇
、
九
一
年
を
は
る
か
に
越
え
る
坑
道
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第三表 北炭販売状況 〔｝ン）

出炭高（A） 販売高（B） （A）一（B） 貯炭高

ユ890年

　91

　92

　93

　94

　95

　96

　97

　98

　99

ユ900

　01

　02

　03

　04

　05

　06

　07

　08

　09

　10

　11

　12

　13

　14

　15

　ユ6

163，47ユ

312121

　334661

304．062

403．508

345．255

430．489

566，η0

546．328

556．093

610．7η

763．8ア3

899．858

　938331

919．885

978，891

ユ，142．793

1，014．111

1，143．266

1254643

1，066．984

11098．773

1，123．351

1，069，η4

1，361．885

1，555，679

工。765．381

159．798

250．821

239．253

359．763

39ア，357

323．973

4η，267

646．562

476．107

409．284

561．816

816．457

932．675

847．149

　872723

1，264．830

11018’693

945．273

1，15ア，726

10ユ2196

1，249．556

132040ア

121ユ657

1，134．610

1，343．833

1，427．601

1，877』742

　　　3．673

　　61．900

　　95，408

△55．701

　　　6．151

　　21，282

△46，778

△79．792

　　70I221

　146．809

　　48，961

△52，584

△32，81フ

　　91．182

　　47，162

△285．939

　124100

　　68838

△14I460

　242I44ア

△182，572

△221，634

△88，306

△64．836

　　18．052

　128，078

△112．361

152I613

ユ77，788

ユ34．750

65．580

131．451

267．794

296．642

208．133

130．998

206，9ユ4

278．134

39．800

226．462

260．549

2541243

513．118

334，528

（1）（A）・（B）は北炭『70年史』付表　貯炭高は北炭『50年史第丁次稿本』販

　　　売P－166－P－169，P．1幽一P・ユ87・

（2）　貯炭高は年度末現在。

（3〕空欄不明。

掘
進
を
日
清
・
日
露
戦
争
期
に
継
続
し
て
行
な
っ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
当
該
期
に
坑
内
開
発
が
著
し
く
進
展
し
た
の
で
あ
る
。
そ

の
結
果
、
第
三
表
の
よ
う
に
出
炭
高
も
一
八
九
三
年
の
三
〇
万
ト

ン
台
か
ら
一
八
九
七
年
に
は
五
六
万
ト
ン
、
一
九
〇
六
年
に
は
一

一
〇
万
ト
ン
ヘ
と
急
増
し
た
。

　
こ
の
時
期
の
坑
内
開
発
の
特
徴
は
、
そ
の
重
点
を
水
準
以
下
の

深
部
へ
と
移
し
て
い
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
各
坑
と
も
、
開
坑
以

来
水
準
以
上
を
採
掘
し
て
い
た
が
、
出
炭
増
加
の
要
講
に
応
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
”
〕

た
め
日
清
戦
争
後
水
準
以
下
区
域
の
開
発
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
の

た
め
、
従
来
の
水
平
坑
遭
に
代
っ
て
斜
坑
や
竪
坑
が
開
削
さ
れ
て

459
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＾
聖

い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
坑
内
開
発
が
進
展
し
、
採
炭
切
羽
が
深
部

に
設
置
さ
れ
る
に
伴
っ
て
採
炭
コ
ス
ト
が
増
大
し
て
き
た
。
ま
ず
、

各
鉱
の
拡
張
と
と
も
に
鉱
夫
数
が
急
増
し
、
一
八
九
三
年
末
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
肌
〕

六
二
八
人
が
一
九
〇
〇
年
末
に
は
六
二
二
九
人
に
な
っ
た
。
大
量

の
鉱
夫
を
募
集
し
た
た
め
、
採
炭
コ
ス
ト
の
主
要
部
分
を
占
め
て

い
た
鉱
夫
賃
金
も
上
昇
し
た
。
鉱
夫
の
賃
金
日
収
は
、
一
八
九
三

年
下
期
に
は
二
五
銭
一
厘
で
あ
っ
た
が
、
一
九
〇
〇
年
下
期
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
2
〕

三
九
銭
九
厘
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
深
部
採
炭
の
進
展
と
と
も

に
採
炭
能
率
が
低
下
し
た
、
在
籍
鉱
夫
一
人
一
年
当
出
炭
高
は
、

一
八
九
三
年
に
は
一
〇
五
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
漸
次
低
下
し
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
〕

八
九
九
年
に
は
七
ニ
ト
ン
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
採
炭
コ

ス
ト
は
、
一
八
九
三
年
に
は
各
鉱
と
も
一
円
二
〇
1
四
〇
銭
台
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
以
〕

っ
た
が
、
一
九
〇
〇
年
上
期
に
は
二
円
二
〇
銭
八
厘
に
増
大
し
た
。

　
採
炭
コ
ス
ト
の
増
犬
と
い
う
事
態
に
直
面
し
て
北
炭
は
、
一
八

九
七
．
九
八
年
に
技
師
数
名
を
欧
州
へ
派
遣
し
て
調
査
さ
せ
た
結

果
、
「
経
費
節
減
の
た
め
に
は
機
械
設
備
が
急
務
で
あ
る
と
の
結

　
　
　
＾
筆

論
に
達
し
た
」
。
以
後
各
鉱
で
機
械
化
が
積
極
帥
に
進
め
ら
れ
た
。

特
に
、
深
部
採
炭
の
進
行
に
よ
り
機
械
化
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て

い
た
主
要
坑
遣
運
搬
、
通
気
・
排
水
の
機
械
化
が
著
し
く
進
展
し

た
。
ま
た
坑
道
掘
進
に
も
襲
岩
機
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

坑
内
開
発
を
促
進
し
た
。
こ
う
し
た
機
械
化
に
よ
り
採
炭
能
率
は

上
昇
に
転
じ
た
。
出
稼
一
人
一
日
当
出
炭
高
は
一
八
九
八
年
の

○
・
三
八
八
ト
ン
か
ら
、
一
九
〇
五
年
に
は
○
⊥
ハ
ニ
O
ト
ン
ヘ
と

　
　
　
　
　
＾
％
〕

増
大
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
鉱
夫
の
賃
金
日
収
が
、
一
九
〇
〇

年
下
期
の
三
九
銭
九
厘
か
ら
一
九
〇
五
年
下
期
の
七
一
銭
四
厘
へ

　
　
＾
η
）

増
大
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
採
炭
コ
ス
ト
は
一
九
〇
〇
年
上
期

の
二
円
二
〇
銭
八
厘
か
ら
、
一
九
〇
五
年
下
期
の
一
円
九
九
銭
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
肇

厘
へ
と
逆
に
微
減
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
北
炭
は
、
機
械
化

に
よ
っ
て
採
炭
コ
ス
ト
の
上
昇
を
抑
え
つ
つ
、
坑
内
開
発
を
推
し

進
め
、
出
炭
を
急
増
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
更
に
、
北
炭
は
一
九
〇
〇
年
に
コ
ー
ク
ス
の
製
造
を
開
始
し
た
。

こ
れ
は
、
売
れ
行
き
の
悪
い
粉
炭
を
処
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
一
九
〇
二
年
以
降
、
主
に
東
北
地
方
の
金
属
鉱
山
に
販

　
＾
2
9
〕

売
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
炭
鉱
経
営
の
拡
張
と
垂
直
統
合
の
推
進
と
い
う

積
極
的
な
経
営
策
は
、
日
清
・
日
露
戦
争
に
よ
る
石
炭
市
況
の
好

転
と
相
ま
っ
て
、
北
炭
に
安
定
し
た
好
収
益
を
も
た
ら
し
た
。
一

九
〇
六
年
の
鉄
道
国
有
化
ま
で
北
炭
は
、
炭
鉱
部
と
鉄
道
部
に
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
0
〕

本
金
を
区
分
し
、
損
益
も
両
都
門
で
そ
れ
ぞ
れ
計
算
し
て
い
た
。

ま
ず
炭
鉱
部
の
収
益
状
況
に
つ
い
て
み
る
と
、
石
炭
価
楮
は
、
日
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利益／収入

　　％

22，2

14，8

23，8

25，4

29，5

28，0

21，3

17．8

ユ7，2

16，3

15，1

26，7

36，1

29，8

24，1

（1｝ン当〕

利益／

　炭鉱部資金
　％
24，5

24，3

26，2

35．ア

31，6

20，9

20，0

21，8

19，6

13，6

12，9

34，5

21，2

18．7

9．8

第四表 炭鉱部営業内容

収　　入 営業費 利　　益

1894年

　95

　96

　97

　98

　99

1900

　01

　02

　03

　04

　05

　06

　07

　08

円

6．225

6．294

5．439

6．402

8．343

7，611

η97
7．424

6．348

5．819

6．253

6．764

7，657

ア，346

6，607

円

4．845

51362

4．143

4，η5

5．885

5，4η

6．135

6．106

5．255

4．868

5．308

4．961

4．888

5．158

5，013

円

ユI380

　932
1．296

1．627

2．458

2．134

1，662

ユ。318

1．093

　951

　945
1．803

2／69
2．188

1，594

（1〕北炭『50年史第一次稿本』沿革中巻p．83I　p．263より作成。

清
戦
争
と
戦
後
の
好
況
の
影
響
を
受
け
て
一
八
九
四
年
以
降
上
昇

し
た
。
夕
張
塊
炭
の
小
売
価
椿
は
、
小
樽
庫
渡
で
一
ト
ン
当
、
一

八
九
四
年
四
月
の
三
円
九
〇
銭
か
ら
、
翌
九
五
年
に
は
四
円
五
〇

銭
台
に
上
昇
し
、
そ
の
後
や
や
停
滞
し
た
が
、
一
八
九
七
年
に
入

る
と
急
上
昇
し
始
め
、
翌
九
八
年
一
〇
月
に
は
八
円
三
五
銭
に
達

　
＾
釦
〕

し
た
。
こ
れ
を
反
映
し
て
、
第
四
表
の
よ
う
に
、
販
売
石
炭
一
ト

ン
当
収
入
及
ぴ
同
利
益
率
は
一
八
九
七
・
九
八
年
に
急
増
し
た
。

第
三
表
の
よ
う
に
、
一
八
九
六
－
九
八
年
の
間
は
販
売
量
が
増
加

し
、
貯
炭
も
減
少
気
味
で
あ
っ
た
か
ら
、
第
四
表
の
よ
う
に
、
炭

鉱
部
の
利
益
率
は
上
昇
し
、
三
〇
％
台
と
い
う
高
率
を
示
す
に
至

っ
た
。
一
八
九
九
年
以
降
、
販
売
石
炭
一
ト
ン
当
収
入
は
、
石
炭

　
　
　
＾
珊
）

市
況
の
停
頓
の
影
響
を
受
け
て
停
滞
し
、
一
九
〇
二
、
〇
三
年
に

は
か
な
り
低
下
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
販
売
石
炭
一
ト
ン
当
利
益

も
漸
減
し
て
い
っ
た
（
第
四
表
）
。
し
か
し
一
方
で
、
垂
直
統
合

を
軸
と
し
た
拡
張
策
に
よ
り
、
第
三
表
の
よ
う
に
、
一
九
〇
〇
年

以
降
は
出
炭
高
・
販
売
量
と
も
急
増
し
た
。
そ
の
た
め
炭
鉱
部
の

利
益
率
は
著
し
く
低
下
す
る
こ
と
な
く
、
一
九
〇
二
年
ま
で
は
何

と
か
二
〇
％
台
。
を
保
っ
た
の
で
あ
る
。
一
九
〇
五
・
〇
六
年
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
鴉
〕

日
露
戦
争
と
戦
後
好
況
の
影
響
で
石
炭
価
格
が
再
ぴ
上
昇
し
、
販

売
石
炭
一
ト
ン
当
収
入
及
び
同
利
益
率
が
再
ぴ
増
大
し
た
。
出
炭
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第五表 鉄道部営業内容

1890年

　91

　92

　93

　94

　95

　96

　97

　9き

　99

1900

　01

　02

　03

　04

　05

　06

　　　　　収　　　　　　入

石良運運輸　　　　　　　　　　　　雑収入
賃収入　収入計

補助金
純益鱗鑑乗

運　輸　数　量

客　貨　物　石　炭

千円

　614
935

1．240

1．187

1．173

1．197

　844

千円

　303
465

424

　490

　598

　623

　894
1I277

1．391

1．614

1．771

2．115

2．531

2I639

2163

2．940

2，385

　千円
24

30

22

75

43

17

32

44

2ア

32

51

40

50

82

110

133

86

　予円
6ユ

182

224

240

228

126

154

80

65

25

　0

　0

　0

　0

　0

　0

　0

千円
226

406

356

493

449

　371
526

583

563

　814

　872

　982
1．139

1．435

1．488

1．438

1，102

　　％
15，14

9，09

6．ア9

8，41

7，60

6，09

8，09

8，49

7．85

10．43

10．85

10．86

11．69

12．66

12．24

10，94

6．66

　千人

　272
400

450

　410

　431

　588

　762
1．057

1．026

1．208

1．304

1．222

1．152

1．161

1．242

1．292

1，222

　千t
　72

　80

　92
106

　116

　166
225

　296

　303

　448

　468

　537

　699

　797

　823
1．016

　901

　千t158

240

273

　311
362

　402

　414

　583
505

　448

　527

　739

　911

　860

　863
1．082

　776

（1）

（2）

（3）

（4）

北炭『50年史第一次稿本』輸送下巻，付熱『同』沿革上巻p・171・中巻p・58－59・

純劃鉄道部費金は上下両期の単純平均。

千円以下四捨五人。

空欄不明。

よo作成。

年9
0
9
1
9
2
％
％
9
5
9
6

18

高
・
販
売
量
も
石
炭
需
要
の
増
大
を
う
け
て
引

き
つ
づ
き
増
大
し
た
の
で
、
炭
鉱
部
の
利
益
率

は
再
ぴ
三
〇
％
を
越
え
る
に
至
っ
た
（
第
三
．

四
表
）
。

　
次
に
鉄
道
都
の
経
営
内
容
を
み
る
と
第
五
表

の
と
お
り
で
あ
る
。
乗
客
、
貨
物
、
石
炭
と
も

そ
の
取
扱
高
が
次
第
に
増
加
し
て
い
る
が
、
特

に
一
九
〇
〇
年
以
降
の
石
炭
取
扱
高
及
び
石
炭

取
扱
収
入
の
増
加
が
著
し
い
。
こ
れ
は
前
述
し

た
同
時
期
の
出
炭
高
・
販
売
量
の
増
大
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
石
炭
取
扱
収
入
の
増
大
に

支
え
ら
れ
て
鉄
遣
部
は
、
炭
鉱
部
が
比
較
的
不

振
で
あ
っ
た
一
九
〇
0
1
0
四
年
の
間
、
利
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
酬
）

率
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
て
北
炭
は
、
一
八
九
七
・
九
八
年
、

一
九
〇
五
、
〇
六
年
と
い
う
石
炭
市
況
の
好
調

な
時
期
に
は
、
ト
ン
当
石
炭
販
売
利
益
の
増
大

と
出
炭
高
・
販
売
量
の
増
加
に
よ
る
炭
鉱
部
の

好
収
益
に
支
え
ら
れ
で
、
第
一
図
の
よ
う
に
高

い
払
込
資
本
金
利
益
率
を
実
現
し
、
石
炭
市
況

462



（145）　第一次犬戦に至る北炭経営

（1000円〕第六表 各鉱起業費支払高

p ~~;~; ~7~~~~ 
~~~~,~~ 

~~~~~2; ~~F~l~~ 
~~~~~~lj ~~~;~~ 

~
~
;
 

~; ~~; 

~
f
 

1890-1891~~ 223 297 174 142 213 1,049 

92- 94 275 49 28 7
 

262 622 

95- ' 97 165 198 69 2
 

251 685 

98-1900 792 5 85 205 69 364 1,932 

O1- 03 l,319 409 245 30 l,048 2,845 

04- 06 997 73 1,033 399 299 67 291 3,142 

07- 09 998 873 l,217 997 304 178 298 4,865 

10- 12 939 207 191 254 201 70 96 1,959 

1）各鉱の合針と合計欄の数字とに著干の誤差があるが，理由は不明である

2〕北炭『五十年史史料1起業費諸表』より作戒。

の
低
調
だ
っ
た
一

九
〇
〇
年
か
ら
一

九
〇
四
年
の
間
は
、

出
炭
高
・
販
売
量

の
増
加
に
よ
り
一

方
で
炭
鉱
部
の
収

益
の
低
下
を
補
い
、

他
方
で
鉄
遣
部
の

収
益
を
増
大
さ
せ

て
払
込
資
本
金
利

益
率
の
低
落
を
回

避
し
、
総
じ
て
当

該
期
に
安
定
し
た

好
収
益
を
あ
げ
た

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
一
方
で
、

垂
直
統
合
を
軸
と

す
る
経
営
拡
張
策

を
逐
行
す
る
た
め
、

北
炭
は
巨
額
の
資

金
を
必
要
と
し
た
。
第
六
表
に
よ
る
と
、
炭
鉱
へ
投
下
さ
れ
た
起

業
費
は
一
八
九
五
年
か
ら
一
九
〇
六
年
ま
で
の
合
計
で
八
六
〇
万

円
を
越
え
て
い
る
。
ま
た
鉄
道
部
の
建
設
費
投
下
額
は
、
一
八
九

四
年
末
の
五
四
三
八
千
円
か
ら
一
九
〇
三
年
末
に
は
一
〇
八
四
七

千
円
に
増
加
し
て
お
り
、
こ
の
間
に
五
四
〇
万
円
以
上
が
鉄
適
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
弱
〕

設
費
と
し
て
投
下
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
コ
ー
ク
ス
製
造
所
、
船

舶
、
山
林
、
貯
炭
場
に
起
業
費
と
し
て
、
創
業
か
ら
一
九
〇
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
陥
）

ま
で
に
二
一
八
万
円
が
投
下
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
大
部
分
は
当
該

期
に
支
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
合
計
す
る
と
ニ
ハ
○

○
万
円
以
上
と
い
う
巨
額
に
な
る
。

　
前
述
し
た
好
収
益
に
も
か
か
わ
ら
ず
北
炭
は
、
こ
の
資
金
を
内

都
留
保
金
で
賄
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
費
金
需
要

が
巨
額
に
の
ぽ
っ
た
こ
と
に
よ
る
だ
け
で
な
く
、
当
該
期
の
著
し

い
高
配
当
政
策
が
そ
の
重
要
な
原
因
で
あ
っ
た
。
第
一
図
に
よ
る

と
配
当
率
は
、
一
八
九
四
年
上
期
に
払
込
資
本
金
利
益
率
を
越
え

る
二
一
％
に
一
挙
に
引
き
上
げ
ら
れ
、
以
後
そ
の
水
準
を
維
持
し
、

特
に
利
益
率
の
上
昇
し
た
時
期
に
は
さ
ら
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
た
め
純
益
に
対
す
る
配
当
金
の
比
率
は
、
一
八
九
六
年

上
期
ま
で
は
百
％
を
超
過
し
、
以
後
も
八
○
％
前
後
と
い
う
高
い

水
準
を
維
持
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
高
配
当
政
策
は
大
株
主
で
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あ
っ
た
雨
宮
敬
次
郎
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
雨
宮
は

　
　
　
　
　
＾
η
）

「
財
産
の
乗
換
法
」
を
塞
本
方
針
と
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、
こ
れ

か
ら
価
樒
を
上
が
る
と
予
想
さ
れ
る
物
件
・
株
式
を
買
い
入
れ
、

そ
れ
か
ら
最
大
限
の
収
入
増
加
を
図
り
な
が
ら
、
価
格
の
上
が
っ

た
時
点
で
売
り
払
い
、
ま
た
別
な
物
件
・
株
式
を
買
い
入
れ
る
と

い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
北
炭
の
大
株
主
に
な
っ
た
の
も
「
（
鉄
道

は
）
社
会
一
般
が
進
歩
し
て
物
価
が
上
れ
ば
上
る
ほ
ど
一
方
に
は

旅
客
や
貨
物
が
殖
λ
て
来
て
利
益
も
多
く
な
る
か
ら
株
主
も
従
っ

て
配
当
を
多
く
受
け
。
る
、
乃
ち
文
明
式
の
財
産
保
謹
法
と
し
て
も

　
　
壼
）

大
に
宜
い
」
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
「
財
産
の

乗
換
法
」
に
基
き
、
雨
宮
は
高
配
当
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。

　
巨
額
の
資
金
需
要
を
内
部
留
保
金
で
賄
う
こ
と
の
で
き
な
か
っ

次
北
炭
は
、
増
資
を
く
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
資
金
を
調
達
し
た
。

当
初
北
炭
は
、
社
債
の
発
行
に
よ
り
必
要
な
資
金
を
調
達
し
よ
う

と
し
、
一
八
九
二
年
一
〇
月
に
鉄
道
部
資
金
と
し
て
一
一
〇
万
円

の
社
債
の
発
行
を
決
定
し
、
更
に
一
八
九
四
年
五
月
に
は
炭
鉱
の

拡
張
．
船
舶
の
購
入
の
た
め
一
八
○
万
円
の
社
償
発
行
を
決
定
し

た
。
前
者
は
一
八
九
五
年
ま
で
に
全
額
募
集
さ
れ
、
後
者
は
一
八

九
四
年
七
月
に
八
○
万
円
が
募
集
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
．
八
九
五

年
以
降
は
増
資
に
よ
り
必
要
な
資
金
を
調
達
し
、
更
に
増
資
金
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
聖

よ
ウ
て
社
債
の
償
遼
を
行
な
う
と
い
う
方
針
が
と
ら
れ
た
。
一
八

九
五
年
五
月
に
第
一
回
増
資
一
五
〇
万
円
が
決
議
さ
れ
、
翌
九
六

年
七
月
に
は
第
二
回
増
資
四
〇
〇
万
円
、
一
九
〇
一
年
二
月
に
は

第
三
回
増
資
六
〇
〇
万
円
が
決
議
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
一
九
〇
五

年
二
一
月
ま
で
に
全
額
払
い
込
ま
れ
た
。
更
に
、
一
九
〇
五
年
八
・

月
に
は
、
日
露
戦
後
の
炭
鉱
拡
張
に
備
え
る
た
め
、
九
〇
〇
万
円

の
増
資
が
決
議
さ
れ
、
一
九
〇
九
年
四
月
ま
で
に
四
五
〇
万
円
が

払
い
込
ま
れ
た
。
払
込
資
本
金
は
一
八
九
三
年
の
六
五
〇
万
円
か

ら
一
九
〇
六
年
に
は
二
〇
二
五
万
円
に
な
り
、
こ
の
間
に
二
二
七

　
　
　
　
　
＾
ω
）

五
万
円
増
加
し
た
。
こ
れ
は
、
こ
の
間
の
起
業
費
・
鉄
遣
建
設
費

資
金
約
一
五
〇
〇
万
円
の
大
部
分
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
北
炭
は
、
増
資
に
よ
ウ
て
資
金
を
調
達
し
、
経
営

の
拡
張
と
高
配
当
を
行
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
増
資
に
よ

る
資
金
調
達
は
、
前
述
の
経
営
拡
張
策
の
成
功
に
よ
る
好
収
益
を

前
提
と
し
て
い
た
。
高
配
当
政
策
の
下
で
の
増
資
に
よ
り
、
北
炭

は
ま
す
ま
す
増
大
す
る
配
当
金
負
担
を
抱
え
込
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

好
収
益
を
あ
げ
得
た
た
め
、
北
炭
は
か
か
る
配
当
金
負
担
に
耐
え

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
れ
で
も
、
石
炭
市
況
の
悪
化
に
よ
り
利

益
率
の
や
や
低
下
し
た
一
九
〇
三
年
に
は
三
井
銀
行
か
ら
六
〇
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
1
〕

円
の
配
当
資
金
を
借
り
入
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
増
資
に
よ
り
資
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金
を
調
達
し
、
経
営
拡
張
策
と
高
配
当
政
策
を
推
進
す
る
と
い
う

経
営
方
針
は
、
日
露
戦
後
に
利
益
率
が
低
下
す
る
と
直
ち
に
資
金

的
に
行
き
詰
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
1
）
　
藤
野
近
昌
『
掘
塞
君
民
業
計
画
二
関
ス
ル
北
海
道
拓
殖
史
料
』

　
（
一
九
一
八
年
）
三
二
－
三
八
頁
。

（
2
）
　
北
炭
『
5
0
年
史
』
（
一
九
三
九
年
）
一
五
－
一
三
頁
参
照
。

（
3
）
　
政
府
の
手
厚
い
保
護
に
よ
り
株
式
の
募
集
は
順
調
に
行
な
わ
れ

　
た
（
水
野
五
郎
「
幌
内
炭
坊
の
官
営
と
そ
の
払
下
げ
」
北
海
適
大
学

　
『
経
済
単
研
究
』
第
九
号
、
一
九
五
五
年
、
一
一
七
員
参
照
）
。

（
4
）
　
前
掲
水
野
「
幌
内
炭
磯
の
官
営
と
そ
の
払
下
げ
」
一
一
五
・
一

　
ニ
ハ
頁
。

（
，
。
）
　
北
炭
『
剣
立
五
拾
年
史
第
二
編
賞
本
（
第
一
次
稿
本
）
』
　
一
五

　
一
頁
、
以
下
『
5
0
年
史
』
の
第
一
次
稿
本
は
、
『
5
0
年
史
第
一
次
稿

　
本
』
と
記
述
す
る
。

（
6
）
　
一
八
九
三
年
五
月
に
北
炭
は
、
　
一
〇
名
以
内
の
常
議
員
を
置
い

　
て
こ
れ
を
重
役
と
し
、
そ
の
中
か
ら
正
副
社
長
各
一
名
、
理
事
三
名

　
以
内
を
選
出
す
る
こ
と
と
し
た
が
、
同
年
一
〇
月
に
は
常
議
員
を
取

　
締
役
と
改
称
し
、
正
副
社
長
、
理
事
を
専
務
取
締
役
と
し
た
（
北
炭

　
『
5
0
年
史
第
一
次
稿
本
』
制
度
一
八
三
－
一
八
四
賃
）
。

（
7
）
　
井
上
角
五
郎
は
衆
議
院
議
員
で
あ
っ
た
（
『
井
上
角
五
郎
先
生

　
伝
』
一
九
四
三
年
）
。
雨
宮
と
井
上
は
、
北
炭
の
経
営
に
関
し
て
、

　
後
述
の
よ
う
に
意
見
の
食
い
違
う
こ
と
も
あ
っ
た
が
基
本
的
に
は
一

　
致
し
て
お
り
、
雨
宮
の
後
楯
を
鴇
て
井
上
が
実
際
の
経
営
に
当
っ
た

　
の
で
あ
る
（
『
同
右
』
五
三
四
－
五
三
六
頁
）
。
両
者
の
関
係
に
つ
い

　
て
こ
れ
以
上
詳
か
に
す
る
こ
と
は
現
段
階
で
は
で
き
な
い
。

（
8
）
　
一
九
〇
七
年
四
月
一
四
日
臨
時
株
主
総
会
で
の
発
言
（
北
炭

　
『
五
十
年
史
史
料
、
第
一
編
沿
革
・
日
露
戦
争
時
代
』
二
一
四
員
）
。

（
9
）
　
北
海
遺
充
炭
組
は
、
北
炭
の
株
主
数
名
が
組
織
し
た
も
の
で
あ

　
る
。

（
1
0
）
　
遺
内
消
費
の
中
心
は
船
舶
焚
料
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
函
館
で
の

　
小
売
は
函
館
共
同
商
会
に
委
託
し
て
い
た
（
北
炭
『
5
0
年
史
第
一
次

　
稿
本
』
販
売
、
六
頁
、
＝
二
八
頁
）
。

（
1
1
）
　
前
掲
『
井
上
角
五
郎
先
生
伝
』
二
二
八
頁
。

（
1
2
）
　
一
九
〇
四
年
六
月
一
〇
目
付
函
館
商
業
会
議
所
へ
の
発
信
（
前

　
掲
『
5
0
年
史
第
一
次
稿
本
』
販
売
九
九
頁
）
。

（
1
3
）
　
夕
張
塊
炭
の
輸
出
先
を
み
る
と
、
一
九
〇
四
年
頃
、
シ
ン
ガ
ポ

　
ー
ル
約
六
万
ト
ン
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
方
面
約
四
万
ト
ン
、
香
港
約
二
五

　
千
ト
ン
、
上
海
約
五
千
ト
ン
で
あ
っ
た
（
『
同
右
』
　
一
〇
〇
頁
）
百

（
1
4
）
　
前
掲
『
井
上
角
五
郎
先
生
伝
』
二
二
八
頁
。

（
－
）
　
以
上
、
北
炭
『
5
0
年
史
第
一
次
稿
本
』
沿
革
中
巻
、
八
五
－
九

　
二
頁
。

（
1
6
）
　
前
掲
『
5
0
年
史
第
一
次
稿
本
』
沿
革
上
巻
、
一
九
二
、
一
九
三

　
頁
。

（
〃
）
　
小
栂
高
等
商
業
学
校
『
北
海
道
石
炭
業
概
諭
』
（
一
九
ニ
ハ
年
）

　
七
頁
。

（
1
8
）
『
同
右
』
＝
ハ
頁
。

（
1
9
）
　
北
炭
『
π
年
史
．
生
産
編
、
第
一
次
稿
本
』
（
一
九
五
八
年
）
七
・

465
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五
頁
。

（
2
0
）
、
詳
し
く
は
、
北
炭
『
5
0
年
史
第
一
次
稿
本
』
採
炭
上
、
一
〇
三

　
－
一
一
六
頁
参
照
。

（
2
1
）
　
北
炭
『
加
年
史
』
（
一
九
五
八
年
）
付
表
四
七
頁
。

（
2
2
）
　
北
炭
『
5
0
年
史
第
一
次
稿
本
』
従
業
員
中
巻
、
一
六
六
、
一
六

　
七
貢
。

（
2
3
）
　
前
掲
『
加
年
史
・
生
産
編
・
第
一
次
稿
本
』
一
五
〇
頁
。

（
2
4
）
　
前
掲
『
5
0
年
史
第
一
次
稿
本
』
沿
革
上
巻
、
　
一
七
八
員
、
『
同
』

　
沿
革
中
巻
、
七
二
頁
。

（
2
5
）
　
前
掲
『
η
年
史
・
生
産
編
・
第
一
次
稿
本
』
七
六
頁
。

（
2
6
）
　
出
稼
一
人
一
日
当
出
炭
高
と
は
、
実
際
に
就
業
し
た
労
働
者
一

　
人
一
日
当
り
の
出
炭
高
で
あ
る
。
在
籍
一
人
一
年
当
出
炭
高
も
同
期

　
間
に
七
八
ト
ン
か
ら
一
一
一
ト
ン
ヘ
増
大
し
て
い
る
（
『
同
右
』
一

　
五
〇
貢
）
。

（
2
7
）
　
前
掲
『
5
0
年
史
第
一
次
稿
本
』
従
業
員
中
巻
、
一
六
七
員
。

（
2
8
）
　
前
掲
『
5
0
年
史
第
一
次
稿
本
』
沿
革
中
巻
、
七
二
頁
。

（
2
9
）
　
コ
ー
ク
ス
の
販
充
高
は
年
一
－
二
万
ト
ン
と
少
な
か
っ
た
が
、

　
コ
ー
ク
ス
製
造
の
開
始
は
、
北
炭
の
石
炭
加
工
部
門
へ
の
進
出
の
第

　
一
歩
と
し
て
の
意
義
を
持
っ
た
（
『
同
右
』
九
三
－
九
六
員
）
。

（
3
0
）
　
創
立
資
本
金
六
五
〇
万
円
は
鉄
適
部
五
〇
〇
万
円
、
炭
鉱
部
一

　
五
〇
万
円
に
区
分
さ
れ
た
。
そ
の
後
両
部
と
も
資
本
金
が
増
加
し
た

　
が
、
特
に
炭
鉱
部
の
増
加
率
が
大
き
く
、
一
九
〇
六
年
上
期
に
は
鉄

　
遣
部
二
一
六
五
万
円
、
炭
鉱
部
六
二
五
万
円
に
な
っ
た
（
前
掲
『
5
0

　
年
史
第
一
次
稿
本
』
資
本
、
第
一
表
）
。
『
営
業
報
告
薔
』
か
ら
み
て
、

　
回
漕
都
門
や
コ
ー
ク
ス
製
造
部
門
は
炭
鉱
部
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
よ

　
う
で
あ
る
。

（
3
1
）
　
前
掲
『
5
0
年
史
第
一
次
稿
本
』
販
売
、
　
二
二
七
、
二
二
八
頁
。

（
3
2
）
　
筑
豊
炭
の
若
松
で
の
価
椅
は
一
八
九
二
年
か
ら
一
九
〇
四
年
に

　
か
け
て
ほ
ぼ
一
貫
し
て
下
落
し
て
い
る
（
筑
豊
石
炭
鉱
業
組
合
『
筑

　
豊
石
炭
鉱
業
組
合
五
十
年
史
』
一
九
三
五
年
、
四
二
頁
）
。

（
3
3
）
　
農
商
務
省
『
本
邦
鉱
業
ノ
趨
勢
』
一
九
二
一
年
第
一
七
図
参
照
。

（
泌
）
　
創
業
以
来
、
鉄
遣
部
へ
は
政
府
か
ら
多
額
の
補
助
金
が
支
給
さ

　
れ
て
来
た
が
、
営
業
の
発
展
に
伴
な
い
、
一
九
〇
二
年
に
支
給
が
打

　
ち
切
ら
れ
た
（
第
五
表
参
照
）
。

（
砧
）
　
前
掲
『
5
0
年
史
第
一
次
稿
本
』
沿
革
中
巻
、
ニ
ハ
頁
。

（
3
6
）
　
北
炭
『
五
十
年
史
史
料
、
起
業
費
諸
表
』
。

（
3
7
）
　
雨
宮
敬
次
郎
『
奮
闘
吐
血
録
』
（
一
九
一
〇
年
）
　
一
四
二
－
一

　
四
三
員
。

（
3
8
）
　
『
同
右
』
一
五
〇
頁
。
括
弧
内
筆
者
。

（
3
9
）
　
た
だ
し
、
資
金
需
要
が
予
想
よ
り
犬
き
か
っ
た
た
め
、
社
債
の

　
償
還
は
そ
れ
ほ
ど
進
ま
な
か
っ
た
。

（
4
0
）
　
以
上
、
前
掲
『
5
0
年
史
第
一
次
稿
本
』
資
本
、
六
－
二
五
頁
参

　
照
。

（
4
1
）
　
三
井
銀
行
『
報
知
附
録
』
第
五
四
号
（
一
九
〇
三
年
八
月
一
一

　
目
）
『
三
井
銀
行
史
料
6
巻
』
（
一
九
七
八
年
）
一
四
頁
。
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三
　
日
露
戦
後
の
資
金
難

　
一
九
〇
八
年
の
鉄
遭
国
有
化
に
伴
い
、
北
炭
の
鉄
遣
も
同
年
一

〇
月
一
日
に
政
府
に
買
収
さ
れ
た
。
買
収
価
額
は
三
〇
九
九
万
七

一
〇
〇
円
で
、
鉄
遭
建
設
費
、
貯
蔵
物
品
代
、
建
築
中
物
件
代
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ユ
〕

除
い
た
差
益
は
一
八
二
一
万
三
七
九
二
円
で
あ
っ
た
。

　
鉄
道
の
国
有
化
に
よ
り
北
炭
は
経
営
内
容
の
大
幅
な
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
が
、
こ
の
際
に
も
経
営
拡
張
策
と
高
配
当
政
策
が

貫
徹
さ
れ
た
。
ま
ず
、
鉄
遺
売
却
金
の
か
な
り
の
部
分
が
特
別
配

当
金
と
し
て
株
主
に
分
配
さ
れ
た
。
こ
の
特
別
配
当
金
に
つ
い
て

は
、
一
株
七
〇
円
を
主
張
す
る
雨
宮
に
対
し
、
井
上
は
一
株
四
〇

　
　
　
　
＾
2
〕

円
を
主
張
し
て
、
「
（
株
主
）
総
会
ノ
都
度
問
題
化
セ
ン
ト
シ
一
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

誤
レ
バ
収
拾
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
紛
糾
ヲ
免
レ
難
カ
ヲ
ン
状
勢
」
と
な

っ
た
が
、
結
局
、
額
面
と
同
じ
一
株
五
〇
円
（
第
四
回
増
資
分
は

払
込
金
と
同
じ
二
一
円
五
〇
銭
）
で
妥
協
が
成
立
し
た
。
特
別
配

当
金
は
総
額
で
二
〇
二
五
万
円
に
の
ぼ
り
差
益
を
超
過
し
た
。
そ

の
結
果
、
残
り
の
一
〇
七
四
万
円
が
、
鉄
遣
資
産
に
代
え
て
北
炭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

の
活
用
し
う
る
資
金
と
な
っ
た
。

　
つ
づ
い
て
、
左
記
の
資
金
を
利
用
し
て
北
炭
は
既
存
事
業
を
拡

張
し
、
更
に
新
た
な
事
業
に
進
出
し
た
。
ま
ず
、
鉄
道
事
業
の
喪

失
を
補
う
べ
く
、
炭
鉱
事
業
の
拡
張
が
図
ら
れ
た
。
す
で
に
北
炭

は
、
一
九
〇
五
年
に
夕
張
鉱
に
隣
接
す
る
真
谷
地
鉱
区
・
万
字
鉱

区
を
買
収
し
、
石
狩
炭
田
の
優
良
鉱
区
を
独
占
す
る
と
と
も
に
、

日
露
戦
後
の
炭
鉱
事
業
の
拡
張
に
備
え
て
い
た
が
、
鉄
遣
国
有
化

後
の
炭
鉱
経
営
の
方
針
と
し
て
、
一
九
〇
六
年
に
「
採
炭
一
噸
平

均
の
純
益
の
増
加
の
み
に
拘
泥
せ
ず
英
規
模
を
増
大
し
て
利
益
の

　
　
　
　
＾
5
〕

増
加
を
図
る
」
と
い
う
方
針
を
決
定
し
た
。
以
後
「
各
横
共
一
大

拡
張
二
着
手
シ
坑
内
工
事
は
勿
論
即
チ
前
年
来
拡
張
新
設
セ
ル
万

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

字
真
谷
地
等
ノ
開
坑
工
事
英
他
各
磯
二
亘
り
掘
進
工
事
移
シ
ク
」

進
展
し
た
。
第
二
表
の
如
く
、
一
九
〇
六
年
以
降
各
鉱
と
も
、
前

期
に
劣
ら
な
い
か
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
坑
遣
掘
進
を
行
な
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
中
で
北
炭
で
も
「
竪
坑
全
盛
時
代
」
が
出
現
し

＾
7
〕

た
。

　
ま
た
北
炭
は
、
従
来
自
家
用
消
費
を
目
的
と
し
て
営
ん
で
い
．
た

製
材
．
電
燈
供
給
・
煉
瓦
製
造
の
諸
事
業
を
拡
張
し
、
社
外
販
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
畠
）

を
開
始
し
て
、
炭
鉱
関
連
部
門
へ
の
進
出
を
図
っ
た
。

　
更
に
、
北
炭
は
鉄
鋼
業
へ
進
出
し
た
。
一
九
〇
七
年
に
北
炭
は
、

ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
社
．
ビ
ヅ
カ
ー
ス
社
と
合
弁
で
日
本
製
鋼
所

を
設
立
し
、
創
立
資
本
金
一
千
万
円
の
内
、
五
〇
〇
万
円
を
引
き

受
け
た
。
そ
し
て
、
日
本
製
鋼
所
へ
の
銑
鉄
供
給
を
目
的
と
し
て
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輸
西
に
製
鉄
所
を
建
設
し
た
。
北
炭
は
こ
の
鉄
鋼
事
業
を
、
鉄
遣

に
代
っ
て
炭
碩
事
業
と
並
ぶ
北
炭
の
中
心
的
事
業
に
し
よ
う
と
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
北
炭
の
鉄
鋼
業
へ
の
進
出
の
背
景
に

は
、
周
知
の
，
こ
と
く
、
兵
器
の
国
産
化
を
目
指
す
海
軍
の
後
押
し

が
あ
っ
た
。
井
上
は
、
海
軍
の
需
要
や
国
家
的
保
護
に
期
待
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
〕

鉄
鋼
業
へ
の
進
出
を
決
断
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
鉄
道
国
有
化
に
際
し
北
炭
は
、
雨
宮
ら
株
主

の
要
求
に
よ
り
鉄
遣
売
却
金
の
か
な
り
の
都
分
を
株
主
に
分
配
す

る
一
方
、
残
り
の
売
却
金
を
利
用
し
て
事
業
を
拡
張
し
、
石
炭
と

鉄
を
中
心
と
し
た
多
角
的
事
業
経
営
体
へ
と
自
己
を
転
換
し
よ
う

と
し
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
左
記
の
よ
う
な
嬰
業
の
拡
張
は
予
期
し
た
成
果
を
あ

げ
え
な
か
っ
た
。
一
九
〇
七
年
恐
慌
と
そ
の
後
の
不
況
の
影
響
を

受
け
て
石
炭
価
格
は
漸
落
し
た
。
小
樽
市
場
で
の
タ
張
塊
炭
の
価

楕
は
一
九
〇
七
年
一
一
月
か
ら
低
下
し
始
め
、
同
年
一
〇
月
の
ト

ン
当
一
〇
円
七
一
銭
か
ら
一
九
〇
九
年
四
月
の
一
〇
円
ま
で
漸
落

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
m
）

し
、
以
後
同
年
一
一
月
の
九
円
三
三
銭
へ
と
急
落
し
て
い
る
。
そ

れ
に
対
応
し
て
第
四
表
の
よ
う
に
、
ト
ン
当
石
炭
販
売
収
入
．
同

利
益
も
一
九
〇
七
、
O
八
年
と
減
少
し
た
。
一
方
第
六
表
の
よ
う

に
、
炭
鉱
事
業
の
拡
張
に
伴
い
、
一
九
〇
七
年
か
ら
一
九
〇
九
年

ま
で
の
間
に
五
〇
〇
万
円
近
い
巨
額
の
起
業
費
が
投
下
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
第
三
表
の
よ
う
に
、
一
九
〇
七
、
○
八
年
に
は
ま

だ
起
業
工
事
が
出
炭
増
加
に
結
び
つ
か
ず
、
一
九
〇
九
年
に
な
っ

て
よ
う
や
く
出
炭
が
増
加
し
た
も
の
の
、
不
況
に
よ
る
石
炭
需
要

の
停
滞
に
よ
り
販
売
が
不
振
で
同
年
末
に
は
五
一
万
ト
ン
と
い
う

創
業
以
来
の
貯
炭
を
抱
え
込
ん
で
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
ト
ン
当

販
売
利
益
の
減
少
、
販
売
の
不
振
と
貯
炭
の
増
加
、
巨
額
の
起
業

費
の
投
下
に
よ
り
、
炭
鉱
都
の
利
益
率
は
急
低
下
し
一
九
〇
八
年

に
は
一
〇
％
を
割
る
に
至
っ
た
。

　
多
額
の
資
金
を
投
下
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
鉄
鋼
業
部
門
は

何
ら
の
収
益
を
も
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
。
北
炭
は
、
日
本
製
鋼
所

の
創
立
資
本
金
の
引
き
受
け
分
五
〇
〇
万
円
を
一
九
〇
九
年
下
期

ま
で
に
払
い
込
み
、
製
鉄
所
の
建
設
の
た
め
に
は
、
当
初
予
定
し

た
三
〇
万
円
を
は
る
か
に
超
過
し
た
一
〇
四
万
円
を
一
九
〇
九
年

　
　
　
　
　
＾
1
1
）

ま
で
に
支
出
し
た
。
し
か
し
、
日
本
製
鋼
所
は
経
営
が
軌
遣
に
の

ら
ず
無
配
を
つ
づ
け
、
製
鉄
所
は
一
九
〇
九
年
七
月
に
竣
工
し
た

も
の
の
、
到
底
収
益
を
見
込
め
ず
、
同
年
九
月
に
は
休
止
に
追
い

　
　
　
＾
ど

込
ま
れ
た
。
か
く
し
て
、
鉄
遣
国
有
化
後
投
下
さ
れ
た
巨
額
の
拡

張
資
金
は
固
定
化
す
る
に
至
っ
た
。

　
事
業
経
営
の
不
振
に
よ
り
、
第
一
図
の
如
く
払
込
資
本
金
利
益
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率
は
低
下
し
た
。
た
だ
一
九
〇
八
年
か
ら
翌
〇
九
年
に
か
け
て
は
、

鉄
遣
買
収
代
金
と
し
て
交
付
さ
れ
た
公
債
の
利
子
収
入
・
売
却
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
口
）

益
が
毎
期
六
〇
－
七
〇
万
円
あ
つ
た
た
め
、
利
益
率
の
急
激
な
低

下
は
回
避
さ
れ
た
。

　
利
益
率
が
低
下
す
る
中
で
、
北
炭
は
著
し
い
質
金
難
に
陥
っ
た
。

前
述
の
如
く
、
一
九
〇
七
年
か
ら
一
九
〇
九
年
ま
で
の
間
に
投
下

さ
れ
た
事
業
拡
張
資
金
は
、
炭
鉱
業
と
鉄
鋼
業
だ
け
で
約
一
一
〇

〇
万
円
に
の
ぽ
り
、
鉄
遭
売
却
金
の
う
ち
北
炭
が
活
用
し
え
た
分

を
越
え
て
い
る
。
こ
の
他
、
起
業
費
と
し
て
約
二
〇
〇
万
円
が
諸

　
　
　
　
　
　
　
＾
1
4
〕

部
門
へ
投
下
さ
れ
た
。
．
し
か
も
北
炭
は
、
一
九
〇
九
年
三
月
の
日

本
製
鋼
所
の
五
〇
〇
万
円
増
資
決
議
に
よ
り
二
五
〇
万
円
を
払
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
些
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

込
ま
ね
ぱ
な
ら
な
く
な
る
な
ど
、
更
に
拡
張
資
金
を
必
要
と
し
た
。

し
か
し
、
利
益
率
の
低
下
に
よ
り
北
炭
は
増
資
に
よ
っ
て
資
金
を

調
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
依
然
高
配
当
政
策
が
採
ら

れ
た
た
め
、
増
資
に
よ
る
配
当
金
負
担
の
増
大
に
耐
え
ら
れ
な
く

な
つ
た
か
ら
で
あ
る
（
第
一
図
）
。
一
九
〇
五
年
に
す
で
に
北
炭

は
、
配
当
金
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
株
式
の
払
い
込
み
を
延

期
し
、
代
り
に
一
〇
〇
万
確
の
外
債
を
発
行
し
て
卸
金
を
調
達
す

る
と
い
う
方
針
を
決
定
し
て
い
た
が
、
一
九
〇
．
七
年
九
月
に
は
株

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
正
）
．

式
の
払
い
込
み
を
中
止
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
か
く
し
て
北
炭

の
資
金
調
達
は
行
き
詰
ま
り
、
巨
額
の
拡
張
資
金
の
投
下
と
そ
の

固
定
化
と
相
ま
っ
て
、
北
炭
は
著
し
い
資
金
難
に
陥
っ
た
。
こ
の

資
金
難
を
北
炭
は
外
部
資
金
の
借
り
入
れ
に
よ
っ
て
克
服
し
ょ
う

と
し
た
が
、
経
営
不
振
の
下
で
多
額
の
外
部
資
金
を
調
達
す
る
こ

と
は
容
易
で
は
な
く
、
北
炭
は
従
来
か
ら
関
係
の
あ
っ
た
三
井
へ

の
依
存
を
強
め
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
前
掲
『
五
十
年
史
史
料
・
第
一
編
沿
革
・
目
露
戦
争
時
代
』
一

　
　
四
六
、
一
四
七
頁
、
前
掲
『
5
0
年
史
第
一
次
稿
本
』
賞
本
、
二
一
頁
。

　
（
2
）
　
『
男
爵
団
琢
麿
君
伝
』
上
巻
（
一
九
三
八
年
）
三
一
〇
頁
。

　
（
3
）
　
前
掲
『
五
十
年
史
史
料
・
第
一
繍
沿
革
・
日
露
戦
争
時
代
』
二

　
　
五
〇
頁
、
播
弧
内
筆
者
。

　
（
4
）
　
前
掲
『
5
0
年
史
第
一
次
稿
本
』
資
本
、
三
一
、
三
二
貝
。

（
5
）
　
『
男
爵
団
琢
麿
君
伝
』
上
巻
三
〇
九
頁
。

（
6
）
　
前
掲
『
五
十
年
史
史
料
・
第
一
編
沿
革
・
日
露
戦
争
時
代
』
九

　
九
頁
。

（
7
）
　
北
炭
『
和
年
史
・
採
炭
編
（
掘
進
）
・
第
一
次
稿
本
』
（
一
九
五

　
八
年
）
一
〇
三
頁
。

（
8
）
　
前
掲
『
五
十
年
史
史
料
・
第
一
編
沿
革
・
目
露
戦
争
時
代
』
一

　
九
〇
、
　
一
九
一
頁
。

（
9
）
　
製
鉄
所
及
ぴ
目
本
製
鋼
所
の
設
立
過
程
に
つ
い
て
は
前
掲
『
井

　
上
角
五
郎
先
生
伝
』
二
七
九
－
三
〇
二
頁
参
照
。
当
該
事
業
の
将
来

　
性
に
関
す
る
井
上
の
認
識
は
、
前
掲
『
五
十
年
史
史
料
・
第
一
編
沿

　
革
．
日
露
戦
争
時
代
』
所
収
の
株
圭
総
会
発
言
に
よ
く
示
さ
れ
て
い
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る
。

（
1
0
）
　
前
掲
『
本
邦
鉱
業
ノ
趨
勢
』
各
年
版
。

（
1
1
）
　
『
営
業
報
告
書
』
各
期
。

（
1
2
）
　
前
掲
『
五
十
年
史
史
料
・
第
一
編
沿
革
・
日
露
戦
争
時
代
』
二

一
七
〇
頁
。

（
1
3
）
　
『
営
業
報
告
書
』
各
期
。

（
1
4
）
　
前
掲
『
五
十
年
史
史
料
・
起
業
費
諸
表
』
。

（
1
5
）
　
前
掲
『
5
0
年
史
第
一
次
稿
本
』
沿
革
中
巻
、
三
一
七
頁
。

（
1
6
）
　
前
掲
『
5
0
年
史
第
一
次
稿
本
』
資
本
、
二
五
頁
。
八
○
頁
。

四
　
三
井
に
よ
る
経
営
権
掌
握
と
そ
の
背
景

　
北
炭
は
早
く
か
ら
三
井
と
深
い
関
係
を
有
し
て
い
た
。
三
井
鐸

行
は
、
中
上
川
時
代
の
一
八
九
九
年
に
北
炭
株
四
三
八
○
○
株

（
総
株
数
の
六
分
の
一
強
）
を
買
収
し
、
北
炭
の
大
株
主
に
な
っ

た
。
そ
し
て
団
琢
磨
を
取
締
役
に
、
波
多
野
承
五
郎
を
監
査
役
に

送
り
込
ん
だ
。
こ
れ
は
、
中
上
川
が
北
海
遣
石
炭
鉱
業
の
将
来
性

に
着
員
し
、
そ
こ
に
進
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
石
炭
鉱
業
に
お
け

る
三
井
の
優
位
を
確
立
し
よ
う
と
考
え
た
た
め
な
さ
れ
た
の
で
あ

　
＾
1
）っ

た
。
し
か
し
、
一
九
〇
一
年
に
中
上
川
が
没
す
る
と
三
井
銀
行

は
「
商
業
銀
行
」
化
方
針
を
採
っ
た
た
め
、
北
炭
の
経
営
へ
の
関

与
は
そ
れ
以
↓
な
さ
九
な
か
っ
た
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
日
露
戦
後
に
資
金
調
達
が
行
き
詰
ま
り
著
し

い
資
金
難
に
陥
っ
た
北
炭
は
、
一
九
〇
九
年
に
な
る
と
、
営
業
費

の
節
約
・
起
業
工
事
の
縮
小
・
配
当
率
の
引
き
下
げ
な
ど
に
よ
り

必
要
費
金
の
減
少
を
図
り
、
更
に
三
井
銀
行
一
第
三
銀
行
か
ら
三

四
〇
万
円
を
約
束
手
形
の
形
式
で
借
り
入
れ
て
当
面
の
資
金
難
を

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

乗
り
切
ろ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
鉄
道
国
有
化
以
後
、
北
炭
の
鉄

鋼
業
へ
の
進
出
と
高
配
当
政
策
を
批
判
し
、
堅
実
な
経
営
を
行
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

う
よ
う
主
張
し
て
い
た
三
井
銀
行
は
、
北
炭
の
経
営
改
革
を
目
指

し
て
、
一
九
一
〇
年
三
月
に
北
炭
へ
の
新
規
融
資
の
拒
否
．
返
済

期
限
の
来
た
貸
出
金
の
回
収
を
行
な
い
北
炭
の
金
融
を
梗
塞
さ
せ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
〕

井
上
、
雨
宮
を
辞
任
に
追
い
込
ん
だ
。
そ
し
て
三
井
銀
行
は
室
田

　
＾
5
〕

義
文
を
取
締
役
会
長
に
送
り
込
み
、
北
炭
の
経
営
改
革
に
当
ら
せ

　
　
　
　
　
　
＾
6
）

た
の
で
あ
る
。

　
室
田
は
ま
ず
、
当
面
の
金
融
難
を
打
開
す
る
た
め
株
主
の
低
抗

を
押
し
切
っ
て
無
配
当
と
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
上
で
未
払
込
資

本
金
を
徴
収
し
た
。
未
払
込
資
本
金
四
五
〇
万
円
の
う
ち
二
七
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
二

万
円
が
一
九
一
〇
年
一
〇
月
ま
で
に
払
い
込
ま
れ
た
。
三
井
銀
行

に
よ
る
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
に
も
か

　
　
　
＾
8
〕

か
わ
ら
ず
、
北
炭
は
こ
の
払
い
込
み
に
よ
っ
て
当
面
の
金
融
難
を

脱
し
た
。
そ
し
て
室
田
は
、
凝
惑
を
持
た
れ
て
い
た
貯
炭
．
貯
蔵

470
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物
品
の
評
価
額
を
一
割
程
度
切
り
下
げ
て
社
会
的
信
頼
の
回
復
を

図
り
、
更
に
副
業
の
整
理
を
基
本
方
針
と
し
て
経
営
の
改
革
を
推

進
し
よ
う
と
し
た
。

　
し
か
し
、
室
田
が
取
締
役
会
長
に
就
任
し
た
あ
と
北
炭
の
経
営

は
逆
に
悪
化
し
た
。
第
一
図
の
よ
う
に
一
九
一
〇
年
上
期
に
は
欠

損
を
出
し
、
そ
の
後
も
ほ
と
ん
ど
収
益
を
あ
げ
て
い
な
い
・
こ
の

経
営
悪
化
の
原
因
は
、
一
九
〇
八
、
〇
九
年
に
は
利
益
率
の
低
落

を
防
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
た
鉄
道
公
債
の
売
却
差
益
が
な
く
な

　
　
　
＾
9
）

っ
た
こ
と
と
炭
鉱
部
の
収
益
が
低
下
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
第
三

表
の
よ
う
に
、
一
九
一
〇
年
以
降
北
炭
は
出
炭
を
抑
制
し
貯
炭
の

滅
少
に
努
め
て
い
る
。
し
か
し
、
出
炭
の
抑
制
と
第
一
表
に
示
さ

れ
る
起
業
工
事
の
縮
小
に
よ
り
一
ト
ン
当
コ
ス
ト
が
増
大
」
浬
。

一
方
で
石
炭
価
格
は
低
迷
し
た
。
夕
張
炭
の
ト
ン
当
価
格
は
小
樽

渡
市
場
で
、
一
九
一
〇
年
に
は
九
円
五
〇
銭
前
後
を
変
動
し
、
一

九
一
一
年
に
は
中
間
景
気
の
影
響
を
受
け
て
や
や
回
復
し
た
も
の

の
、
同
年
後
半
に
は
再
ぴ
急
落
し
δ
円
を
割
一
て
い
、
苧
以
上

の
結
果
、
一
九
〇
八
、
〇
九
年
に
は
毎
期
六
〇
－
九
〇
万
円
あ
っ

た
炭
鉱
部
の
収
益
は
、
一
九
一
〇
年
以
降
、
三
〇
1
四
〇
万
円
程

　
　
　
　
＾
1
2
）

度
に
減
少
し
た
。

　
か
か
る
事
態
に
直
面
し
て
室
田
は
、
団
琢
磨
に
北
炭
の
再
建
策

の
立
案
を
依
頼
し
た
。
団
は
炭
鉱
諸
設
備
の
改
良
・
増
設
を
中
心

と
す
る
再
建
案
を
ま
と
め
た
。
北
炭
は
一
九
二
一
年
二
月
の
株
主

総
会
で
、
こ
の
再
一
建
案
を
実
行
す
る
た
め
の
資
金
と
し
て
六
〇
〇

万
円
の
社
債
を
募
集
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
社

債
募
集
は
、
北
炭
の
経
営
が
悪
化
し
て
い
た
た
め
失
敗
に
終
っ
た
。

同
年
四
月
の
夕
張
鉱
の
ガ
ス
爆
発
な
ど
に
よ
り
北
炭
の
経
営
が
更

に
悪
化
し
た
こ
と
も
あ
り
、
同
年
八
月
に
室
田
は
辞
任
に
追
い
込

ま
れ
た
。

　
こ
こ
に
至
っ
て
北
炭
は
、
経
営
の
再
建
の
た
め
に
は
三
井
の
支

援
を
受
け
る
以
外
に
な
い
と
し
て
、
三
井
に
経
営
を
引
き
受
け
る

よ
う
申
し
入
れ
た
。
そ
し
て
、
宮
内
省
の
持
株
を
心
配
し
た
桂
太

郎
、
井
上
馨
ら
の
斡
旋
も
あ
り
、
三
井
が
経
営
を
引
き
受
け
る
こ

と
に
な
り
、
一
九
二
二
年
二
月
に
は
団
が
取
締
役
会
長
、
磯
村
豊

太
郎
（
前
三
井
物
産
ロ
ン
ド
ン
支
店
長
）
が
専
務
取
締
役
に
就
任

し
た
。
こ
こ
に
北
炭
は
三
井
に
よ
り
経
営
権
を
掌
握
さ
れ
・
そ
の

有
カ
な
傍
系
企
業
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
外
部
資

金
の
借
り
入
れ
に
よ
り
資
金
難
を
克
服
し
、
更
に
経
営
の
再
建
を

図
ろ
う
と
し
た
北
炭
は
、
外
部
資
金
調
達
の
困
難
さ
か
ら
三
井
へ

の
依
存
を
深
め
、
つ
い
に
三
井
の
傘
下
に
編
入
さ
れ
た
の
で
な
秘
。

　
紐
余
曲
折
を
艦
つ
つ
も
三
井
が
北
炭
の
経
営
権
を
掌
握
し
た
背
　
伽
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景
に
は
、
石
炭
市
場
に
お
げ
る
三
井
物
産
の
優
位
を
確
保
す
る
た

め
に
北
炭
を
傘
下
に
編
入
す
る
必
要
が
生
じ
て
い
た
と
い
う
事
情

が
あ
っ
た
。
三
井
物
産
は
一
八
九
七
年
以
降
国
内
石
炭
市
場
へ
積

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ど

極
的
に
進
出
し
、
間
も
な
く
そ
こ
で
の
優
位
を
確
立
し
た
。
し
か

し
、
日
露
戦
後
に
な
る
と
国
内
石
炭
市
場
に
お
け
る
三
井
物
産
の

地
位
は
脅
か
さ
れ
始
め
た
。
ま
ず
、
前
述
の
よ
う
に
一
九
〇
〇
年

以
降
出
炭
高
・
販
売
高
を
急
増
さ
せ
た
北
炭
に
よ
っ
て
京
浜
市
場

に
お
け
る
三
井
物
産
の
地
位
が
圧
迫
さ
れ
た
。
第
一
表
の
よ
う
に
、

北
炭
の
内
地
向
販
売
高
は
日
露
戦
争
前
後
に
急
増
し
て
い
る
。
一
■

九
〇
六
年
の
三
井
物
産
の
石
炭
協
議
会
で
は
「
東
京
方
面
ニ
テ
反

対
者
ト
シ
テ
最
モ
有
カ
ナ
ル
ハ
北
海
遣
炭
横
ニ
テ
、
約
三
十
万

噸
ノ
取
扱
ヲ
為
ス
ヘ
シ
加
之
其
根
拠
モ
頗
ル
堅
ク
又
北
海
道
炭
ニ

ト
リ
テ
ハ
最
モ
重
要
ナ
ル
売
先
ニ
モ
ア
リ
、
品
物
ノ
継
続
シ
テ
到

着
ス
ル
コ
ト
及
直
段
ノ
点
等
二
於
テ
実
際
我
々
ハ
苦
戦
の
位
置
二

　
＾
正
〕

在
リ
」
と
さ
れ
て
い
る
。

　
更
に
、
日
露
戦
後
の
不
況
の
中
で
特
に
三
菱
が
炭
破
嬰
業
を
積

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
“
）

極
的
に
拡
張
し
三
井
を
追
い
上
げ
た
。
三
井
物
産
の
事
業
報
告
書

で
は
、
「
三
菱
杜
ノ
如
キ
ハ
鑑
キ
ニ
芳
谷
炭
嬢
ヲ
買
収
シ
又
崎
戸

炭
横
二
対
シ
百
万
円
ノ
社
償
ヲ
引
受
ケ
テ
其
販
売
権
ヲ
掌
握
シ
格

外
ノ
安
値
ヲ
以
テ
市
場
二
臨
ミ
内
地
ハ
勿
論
外
国
二
於
テ
モ
頻
リ

二
他
人
ノ
得
意
ヲ
奪
ハ
ン
コ
ト
ニ
焦
慮
セ
リ
」
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
一
九
一
一
年
下
期
に
は
「
石
炭
商
売
上
競
争
一
劇
甚

ナ
ル
コ
ト
ハ
殆
ン
ト
常
例
ナ
リ
ト
誰
ト
モ
本
季
ノ
如
ク
猛
烈
ヲ
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
〃
〕

メ
■
タ
ル
コ
ト
ハ
稀
有
ナ
リ
上
言
フ
ベ
シ
」
と
い
う
状
況
に
な
。
た
。

以
上
の
結
果
、
三
井
物
産
の
石
炭
取
扱
シ
ェ
ア
は
一
九
〇
五
年
の

三
八
二
％
か
ら
低
下
し
、
一
九
〇
八
年
に
は
二
八
．
七
％
に
な
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
8
）

以
後
も
三
〇
％
前
後
に
と
ど
ま
る
よ
う
に
な
。
た
。
し
か
も
、
三

菱
は
一
九
一
一
年
以
降
積
極
的
に
北
海
道
炭
田
へ
の
進
出
を
図
っ

湖
叶
三
井
物
産
は
、
京
浜
市
場
で
の
優
位
を
確
立
し
、
三
菱
な
ど

の
反
対
商
と
の
競
争
に
勝
つ
た
め
に
、
北
炭
の
石
炭
を
掌
擾
す
る

必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
背
景
の
下
に
三
井
は

北
炭
の
経
営
権
を
掌
握
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
（
1
）
　
白
柳
秀
湖
『
中
上
川
彦
次
郎
伝
』
（
一
九
四
〇
年
）
二
九
五
－

　
　
一
三
一
頁
。

　
（
2
）
　
前
掲
『
5
0
年
史
第
一
次
稿
本
』
沿
革
中
巻
。
　
　
　
　
　
　
．

　
（
3
）
　
『
団
理
事
長
談
話
速
記
録
』
第
三
回
（
三
井
鉱
山
史
料
、
三
井

　
　
文
庫
所
蔵
）
五
一
頁
。

　
（
4
）
　
こ
の
背
後
に
は
、
北
炭
の
経
営
に
不
信
感
を
抱
い
た
宮
内
省
の

　
　
意
向
が
あ
っ
た
（
『
室
岡
義
文
翁
謂
』
一
九
三
九
年
、
二
四
〇
、
二
四

　
　
一
頁
）
。

　
（
5
）
　
室
田
は
、
三
井
銀
行
か
ら
多
大
の
支
援
を
受
け
て
い
た
第
百
十

●
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銀
行
の
鼠
取
で
、
三
弁
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
人
物
で
あ
ワ
た
（
『
室

　
田
義
文
翁
謹
』
二
二
八
－
二
三
八
頁
）
。

（
6
）
　
北
炭
は
、
一
九
〇
六
年
に
取
締
役
会
長
制
（
一
九
〇
〇
年
に
そ

　
れ
ま
で
の
社
長
制
を
会
長
制
に
移
行
）
を
廃
止
し
、
専
務
取
締
役
井

　
上
に
ト
ヅ
プ
の
地
位
を
占
め
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
　
一
九
一
〇

　
年
五
月
に
取
締
役
会
長
制
を
復
活
し
て
室
田
を
迎
え
た
。
し
か
し
室

　
田
は
三
井
の
一
員
で
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
他
の
大
株
主
の
カ
も
強

　
か
っ
た
た
め
、
三
井
の
意
志
が
そ
の
ま
ま
北
炭
の
経
営
に
貫
徹
し
た

　
わ
け
で
は
な
い
（
前
掲
『
5
0
年
史
第
一
次
稿
本
』
沿
革
中
巻
、
三
三

　
〇
、
＝
；
二
員
）
。

（
7
）
　
前
掲
『
5
0
年
史
第
一
次
稿
本
』
資
本
、
二
四
頁
。

（
8
）
　
三
井
銀
行
は
、
株
式
会
社
へ
の
改
組
に
伴
い
、
　
一
九
一
〇
年
二

　
月
の
支
店
長
会
議
で
、
営
業
内
容
に
対
す
る
信
用
を
確
保
す
る
た
め

　
不
良
貸
金
の
整
理
や
信
用
調
査
の
励
行
な
ど
に
努
め
る
こ
と
を
決
定

　
し
た
（
『
支
店
長
会
議
録
』
一
九
一
〇
年
二
月
『
三
井
銀
行
史
料
』

　
三
巻
、
一
九
七
七
年
所
収
、
三
三
一
－
三
三
三
頁
）
。
そ
の
た
め
、
窒

　
周
を
送
り
込
ん
だ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
北
炭
へ
の
融
資
に
は
消
極
的

　
で
あ
っ
た
（
『
三
井
事
業
史
本
編
』
三
巻
上
、
一
九
八
○
年
、
一
七
八

　
頁
）
。

（
9
）
　
『
営
業
報
告
書
』
各
年
。

（
1
0
）
　
『
営
業
報
告
書
』
か
ら
計
算
す
る
と
、
ト
ン
当
採
炭
費
は
、
一
九

　
〇
九
年
下
期
の
一
円
五
五
銭
か
ら
一
九
一
二
年
上
期
に
は
二
円
三
三

　
銭
に
■
上
が
っ
て
い
る
。

（
1
1
）
　
前
掲
『
本
邦
鉱
業
ノ
趨
勢
』
各
年
版
。

（
1
2
）
　
『
営
業
報
告
書
』
各
牛
o

（
1
3
）
　
以
上
、
前
掲
『
5
0
年
史
第
一
次
稿
本
』
沿
革
中
巻
、
三
四
一
－

　
三
四
五
頁
。
『
男
爵
団
琢
麿
君
伝
』
上
巻
＝
二
五
－
三
二
一
貫
、
三

　
井
に
よ
る
傍
系
企
業
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
三
井
事
業

　
史
本
編
』
三
巻
上
、
一
八
一
－
一
八
二
員
参
照
。

（
1
4
）
　
前
掲
春
目
「
三
井
財
閥
に
お
け
る
石
炭
業
の
発
展
構
造
」
二
二

　
一
－
二
三
七
員
参
照
。

（
b
）
　
三
井
物
産
『
第
三
回
石
炭
協
議
会
議
事
録
』
（
一
九
〇
六
年
、

　
三
井
文
庫
所
蔵
）
五
一
頁
。

（
1
6
）
　
小
林
正
彬
「
財
閥
と
炭
鉱
業
」
（
『
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
経
済
発
展
』

　
一
九
七
九
年
）
二
〇
三
頁
参
照
。

（
ー
ア
）
　
前
の
引
用
と
も
、
三
井
物
産
『
事
業
報
告
書
』
一
九
一
一
年
下

　
期
（
三
井
文
庫
所
蔵
）
一
一
頁
。

（
1
8
）
　
前
掲
春
日
「
三
井
財
閥
に
お
け
る
石
炭
業
の
発
展
構
造
」
一
七

　
六
頁
。

（
1
9
）
　
『
三
菱
鉱
業
社
史
』
（
一
九
七
六
年
）
二
二
二
－
二
二
四
員
。

五
　
む
す
ぴ
に
か
え
て

　
広
く
社
会
的
資
金
を
動
員
し
た
大
規
模
な
公
開
株
式
会
社
と
し

て
成
立
し
た
北
炭
は
、
日
清
戦
争
期
以
後
、
経
営
拡
張
資
金
を
調

達
す
る
た
め
増
資
を
く
り
返
し
た
。
大
株
主
の
葬
言
カ
が
大
き
か

っ
た
た
め
高
配
当
政
策
を
採
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
北
炭
は

473
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拡
張
資
金
を
内
部
留
保
で
賄
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
日
露
戦
後
に
な
る
と
、
不
況
の
影
響
を
受
け
て
利
益

率
が
低
下
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
高
配
当
政
策
を
放
棄
で
き
な
か

っ
た
た
め
、
か
か
る
資
金
調
達
方
法
は
行
き
詰
ま
り
、
北
炭
は
著

し
い
資
金
難
に
陥
っ
た
。
そ
こ
で
北
炭
は
、
外
部
資
金
の
借
り
入

れ
に
努
め
た
が
、
多
額
の
外
部
資
金
を
調
達
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
り
、
遂
に
、
三
井
の
支
援
を
受
け
る
た
め
そ
の
傘
下
に
編
入
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
日
露
戦
後
に
な
る
と
、
北
炭
の
内
地
市
場
へ
の
進
出
と

三
菱
の
遣
い
上
げ
に
よ
り
三
井
物
産
は
石
炭
市
場
に
お
け
る
優
位

を
脅
か
さ
れ
、
北
炭
を
自
ら
の
石
炭
流
通
機
構
に
く
み
込
む
必
要

に
迫
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
三
井
に
よ
る
北
炭
の
経
営
権
掌
握
の

契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
橘
大
挙
犬
学
院
博
士
課
程
）
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